
















 

公的に報告される日本の周産期死亡率は欧米に比べてもそれより低く、それがひいては低

い乳児死亡率にもつながっている。これをもってして日本の周産期医療はベストであると

いう声もチラホラきこえるわけであるが、私はこれに対し以前より疑問をいだいていた。

10 年前に神戸に於て開かれた新生児学会において「周産期医療の地域医療集中化」という

題で日本の周産期死亡率は新生児死亡のかなりの数を 27 週以前の死産もしくは流産とし

ているために公的報告の成績がよくなっていることを指摘した。それから 10 年後、成績は

さらによくなったとはいえ同じ問題はつづいており、日本の周産期死亡率は公的発表ほど

には良くないと思える。そこで次の様な問題提起をしたい。 


